




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Bull. Shikoku Univ. A４３：１１７－１５０，２０１４
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
一
七
史
料
「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
に
つ
い
て
「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
は
、
縦
一
一
・
五
×
横
一
六
・
三
㎝
、
三
〇
丁
（
表
紙
・
裏
表
紙
別
）。
本
史
料
は
、
嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
に
薬
王
寺
が
徳
島
藩
主
蜂
須
賀
家
と
城
下
の
家
臣
、
小
松
島
（
小
松
島
市
）
や
撫
養
（
鳴
門
市
）
の
寺
院
や
有
力
商
人
等
に
御
札
を
配
っ
た
際
の
記
録
で
あ
る
。
藩
主
と
若
殿
様
に
対
す
る
配
り
物
と
そ
の
際
の
作
法
が
記
さ
れ
て
お
り
、
儀
礼
が
重
視
さ
れ
た
江
戸
時
代
の
武
家
社
会
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。
要
点
を
記
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
・
事
前
に
申
し
出
て
、
郡
代
の
添
え
状
が
要
る
こ
と
。
・
そ
の
際
、
御
札
台
二
つ
・
供
物
の
箱
二
つ
用
意
す
る
こ
と
。
供
物
は
前
日
に
加
持
祈
祷
を
す
る
こ
と
。
・
御
札
は
一
日
、
十
五
日
、
二
十
八
日
の
式
日
に
差
し
出
す
こ
と
。
最
近
は
大
体
十
五
日
で
あ
る
。
・
登
城
は
六
つ
時
か
ら
五
つ
半
時
ま
で
が
よ
い
が
、
藩
主
が
在
城
で
は
な
い
と
き
は
早
目
が
よ
い
。
・
小
玄
関
か
ら
上
が
り
制
札
の
間
か
柳
の
間
で
控
え
る
こ
と
。
・
添
え
状
は
番
頭
に
渡
し
、
番
頭
か
ら
御
奏
者
に
渡
す
。
院
主
が
直
々
に
登
城
し
た
際
に
は
御
奏
者
が
柳
の
間
ま
で
取
り
に
来
る
。
「
御
家
中
年
頭
」
と
し
て
、
徳
島
、
寺
島
、
住
吉
島
、
常
三
島
、
大
岡
、
前
川
、
出
来
島
、
富
田
、
御
弓
町
、
幟
町
、
大
道
、
佐
古
、
安
宅
、
助
任
の
家
臣
の
名
前
と
配
り
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
屋
敷
の
場
所
が
詳
細
に
記
さ
れ
、
家
紋
が
書
か
れ
て
い
る
。
蜂
須
賀
駿
河
や
稲
田
九
郎
兵
衛
な
ど
重
臣
層
の
名
が
並
ぶ
。
小
松
島
最
後
に
は
配
り
物
の
総
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
「
小
松
島
年
頭
」
と
し
て
、
地
蔵
寺
な
ど
の
寺
院
、
寺
沢
六
右
衛
門
や
島
野
屋
茂
右
衛
門
ら
の
豪
商
、
つ
い
で
「
撫
養
年
頭
」
と
し
て
真
福
寺
な
ど
の
寺
院
、
近
藤
利
兵
衛
ら
豪
商
の
名
前
と
配
り
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
末
に
は
、
小
松
島
、
撫
養
で
の
配
り
物
の
総
数
が
記
さ
れ
て
い
る
。
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
一
八
史
料
「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
次
に
史
料
の
翻
刻
を
掲
載
す
る
。
（
表
題
）
（
貼
紙
）
９７
年
頭
進
物
仕
様
９７
（
朱
書
）
重
用
（
一
丁
目
表
）
御
本
城
正
五
九
寒
気
御
礼
上
之
事
横
切
之
扣
正
五
九
寒
気
御
礼
上
横
切
之
扣
、
嘉
永
四
年
五
月
御
役
所

御
指
圖
ヲ
以
相
改
候
扣
、
已
後
可
用
之
、
覚
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
一
九
（
一
丁
目
裏
）
当
月
御
祈
祷
例
毎
之
通
、
御
礼
守
等
奉
指
上
候
条
、
御
添
簡
奉
願
上
候
、
以
上
、
覚
一
木
御
礼
壱
枚
一
紙
御
礼
壱
枚
御
供
物
壱
箱
御
洗
米
壱
包
御
昆
布
壱
包
右
者
（
二
丁
目
表
）
太
守
様
江覚
一
木
御
礼
壱
枚
一
紙
御
礼
壱
枚
御
供
物
壱
箱
御
洗
米
壱
包
御
昆
布
壱
包
右
者
若
殿
様
江
右
之
通
、
奉
指
上
候
、
以
上
、
日
和
佐
村
月
日
薬
王
寺
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
〇
（
二
丁
目
裏
）
右
之
通
之
横
切
、
前
日
ニ
御
役
所
江
差
出
、
御
郡
代
之
御
添
簡
申
請
置
、
并
御
札
薹
二
ツ
・
供
物
箱
二
ツ
・
御
供
物
御
両
方
分
用
意
致
シ
置
事
、
御
札
薹
・
供
物
箱
ハ
新
シ
町
一
丁
目
御
檜
物
屋
幸
三
良
方
ニ
出
来
、
御
供
物
者
、
籠
屋
町
山
崎
屋
伴
吾
方
ニ
而
調
来
ル
事
、
御
壱
万
分
丸

十
二
也
、
此
も
前
日
ニ
加
持
シ
テ
箱
ニ
入
置
事
、
御
礼
上
之
事
ハ
朔
日
・
十
五
日
・
廿
八
日
之
御
式
日
ニ
差
上
ル
也
、
但
シ
大
都
十
五
日
ニ
（
三
丁
目
表
）
差
上
来
ル
、
御
奏
者
出
勤
日
ハ
近
年
二
七
四
九
ニ
相
成
也
、
登
城
之
事
、
朝
六
ツ
時

五
ツ
半
時
頃
迄
之
内
宜
シ
、
但
シ
御
留
主
之
年
ハ
、
早
キ
方
宜
シ
、
小
玄
關

上
リ
、
制
礼
之
御
間
か
柳
之
御
間
ニ
而
相
扣
、
添
簡
ヲ
番
頭
ニ
相
渡
シ
候
得
者
、
番
頭

御
奏
者
江
相
渡
ス
、
院
主
直
参
之
時
ハ
、
御
奏
者
柳
之
御
間
迄
受
取
ニ
来
ル
、
代
傳
之
時
ハ
、
御
房
主
受
取
ニ
来
ル
也
、
右
都
柳
之
御
間
ニ
而
差
上
テ
宜
シ
、
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
一
（
三
丁
目
裏
）
正
五
九
寒
気
共
、
賀
島
江
御
礼
上
ル
事
、
三
好

原
ノ
大
札
壱
枚
・
御
洗
米
壱
包
・
御
昆
布
壱
包
、
已
上
三
品
也
、
御
薹
所
口

上
リ
、
詰
番
ヘ
相
渡
ス
事
、
御
初
尾
ハ
正
月
ニ
而
已
四
匁
差
出
候
、
御
家
中
年
頭
徳
島
（
四
丁
目
表
）
本
町
左
側
一
御
札
扇
子
箱
蜂
須
賀
駿
河
殿
青
苔
七大
玄
關
ニ
而
奏
者
衆
へ
相
渡
、
本
町
右
側
一
御
札
登
り
扇
子
箱
池
田
大
隅
殿
青
苔
七
大
玄
關
ニ
而
奏
者
衆
へ
渡
、
御
対
顔
之
儀
、
天
保
四
年

正
月
十
五
日
也
、
出
不
出
之
儀
、
岸
惣
作
殿
へ
申
入
置
事
、
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
二
（
四
丁
目
裏
）
同
御
長
家
池
田
御
用
人
一
御
札
ひ
じ
き
岸
惣
作
殿
同
御
長
家
一
御
札
ひ
じ
き
桜
井
清
次
良
殿
同
御
長
家
一
御
札
ひ
じ
き
嶋
村
只
右
衛
門
殿
（
五
丁
目
表
）
同
御
長
家
一
御
札
ひ
じ
き
小
出
庄
五
郎
殿
同
御
裏
門
長
家
一
御
札
ひ
じ
き
橋
倉
七
郎
右
衛
門
殿
同
所
一
御
札
ひ
じ
き
斎
藤
宇
三
良
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
三
（
五
丁
目
裏
）
御
札
一
扇
子
箱
●
賀
島
出
雲
殿
青
苔
七
大
玄
關
ニ
而
上
る
御
札
正
五
九
寒
気
と
も

洗
米
同
御
臺
所
江
昆
布年
頭
御
對
顔
之
儀
、
文
化
十
四
年

十
四
日
ニ
相
成
候
、
右
出
、
不
出
之
儀
、
前
廣
ニ
御
用
人

申
入
置
事
、
又
ハ
阿
野
八
左
衛
門
殿
方
ヘ
頼
置
、
（
六
丁
目
表
）寺
島
御
札
一
扇
子
箱
蜂
須
賀
信
濃
殿
青
苔
七
徳
島御
堀
角
御
中
老
一
御
礼
カ
ゲ
エ
洗
米
●
稲
田
摂
津
殿
殿
駿
河
殿
裏
門
前
御
作
事
一
御
礼
洗
米
●
寺
西
道
太
良
殿
金
右
衛
門
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
四
（
六
丁
目
裏
）
新
蔵
丁
御
礼
一
洗
米
●
蜂
須
賀
山
城
殿
青
苔
五
●
同
御
用
人
御
長
家
一
御
礼
ひ
じ
き
三
谷
留
之
助
殿
双
馬
新
蔵
丁
西
角

南
へ
二
軒
目
森
平
馬
殿
御
屋
敷
内
長
家
并
ノ
一
御
礼
御
餝
供
●
衣
笠
祖
兵
衛
殿
森
平
馬
殿

南
角

初
而
一
御
礼
同
七
●
足
助
権
之
進
殿
（
七
丁
目
表
）
御
礼
一
御
洗
米
包
●
南
御
濱
御
殿
御
昆
布
包
三
好
青
海
苔
上
々
十
二
御
茶
道
へ
案
内
頼
、
御
付
人
へ
差
出
候
、
御
札
●
一
扇
子
箱
●
稲
田
九
良
兵
衛
殿
青
苔
七
●
打
越
寺
大
玄
關
ニ
而
上
ル
、
御
留
主
之
時
、
裏
門
内
御
用
人
宅
ヘ
可
申
差
出
候
、
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
五
（
七
丁
目
裏
）
尾
関
之
前
隣
り
一
御
礼
リ
七
●
江
口
弥
三
次
殿
尾
関

西
江
三
軒
目
一
御
礼
ひ
じ
き
●
岡
島
小
五
良
殿
住
吉
島
（
八
丁
目
表
）
住
吉
馬
場
御
大
工
也
一
御
礼
リ
五
美
馬
與
七
良
殿
打
越
寺
本
町
□
貞
吉
様
御
長
家
一
御
礼
リ
五
橋
本
龍
太
郎
殿
同
所
御
大
工
也
一
御
礼
リ
五
亀
田
恒
三
良
殿
□
亀
田

□
人
渡
ヘ
行
常
三
島
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
六
（
八
丁
目
裏
）
渡
江
上
リ
右
角
一
御
礼
青
苔
七
尾
西
卯
平
殿
尾
西
之
西
左
角
一
御
礼
ひ
じ
き
●
民
沢
作
右
衛
門
殿
民
沢
ノ
西
ノ
丁
八
軒
丁
北
右
角
一
御
礼
リ
五
林
岩
之
助
殿
源
之
進
（
九
丁
目
表
）
林

西
江
出
、
半
丁
程
北
ヘ
行
、
右
之
初
而
長
刀
丁
西

左
之
初
而
之
丁
御
礼
一
洗
米
岡
本
豊
吉
殿
リ
五
岡
本

西
へ
出
、
北
へ
行
、
詰
之
丁
行
當

二
軒
目
左
御
礼
一
洗
米
高
畠
半
太
左
衛
門
殿
リ
五
高
畠
御
用
人
長
家
一
御
礼
ひ
じ
き
井
之
上
亀
十
良
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
七
（
九
丁
目
裏
）
高
畠

西
へ
行
、
本
丁
之
北
角
一
御
礼
リ
五
山
之
内
忠
太
夫
殿
大
岡興源
寺
石
橋

西
八
万
馬
場
へ
四
、
五
軒
目
也
穂
積
茂
平
殿
御
宅

行
事
、
本
丁
一
御
礼
洗
米
箕
形
増
治
良
殿
（
十
丁
目
表
）
并
箕
形

三
軒
手
前
之
小
路
西
へ
一
丁
半
程
行
、
右
側
、
一
御
礼
ひ
じ
き
富
田
彦
太
良
殿
リ
五
那
賀
・
海
部
郡
手
代
加
役
候
也
富
田
之
前
、
御
大
工
一
御
礼
リ
五
小
野
七
右
衛
門
殿
ス
ミ
并
小
野

西
ヘ
三
丁
程
行
角
地
一
御
礼
リ
五
長
江
久
間
太
良
殿
郡
手
代
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
八
（
十
丁
目
裏
）
助
任
長
江

南
江
出
、
春
日
明
神

八
万
馬
場
へ
出
、
二
丁
程
東
へ
行
御
礼
一
洗
米
穂
積
茂
兵
衛
殿
リ
七
穂
積

西
ヘ
三
丁
程
行
、
右
側
一
御
礼
洗
米
山
之
内
佐
和
太
殿
助
任
橋
下
り
付
山
崎
之
裏
門

入
一
御
礼
洗
米
渡
部
助
右
衛
門
殿
山
崎
将
監
殿
家
臣
前
川
（
十
一
丁
目
表
）
本
丁
一
御
礼
久
左
衛
門
リ
七
●
箕
ノ
浦
源
蔵
殿
牛
太
良
同
一
御
礼
リ
五
●
安
富
覚
兵
衛
殿
土
手
ノ
丁
中
程
角

北
ヘ
四
軒
目
一
御
礼
洗
米
郷
司
孫
右
衛
門
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
二
九
（
十
一
丁
目
裏
）出
来
島
本
丁
三
丁
目
東
側
一
御
礼
リ
五
●
伴
剛
太
良
殿
伴
之
前
ノ
小
路
西
へ
行
、
土
手
ノ
丁
な
て
に
様
長
家
并
一
御
礼
ひ
じ
き
喜
田
弥
代
蔵
殿
達
之
助
（
十
二
丁
目
表
）
喜
田

南
ヘ
出
、
石
場
之
渡
前
、
門
脇
ニ
赤
松
あ
り
一
御
礼
●
洗
米
●
中
山
助
右
衛
門
殿
出
来
島
橋
下
リ
付
角
一
御
礼
リ
七
●
稲
田
猪
九
太
良
殿
同
所
土
手
添
行
詰
、
河
村
様
御
長
家
一
御
礼
リ
七
中
嶋
要
助
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
〇
（
十
二
丁
目
裏
）
冨
田濱
側
西

三
軒
目
御
札
一
洗
米
福
岡
宗
十
良
殿
り
五
福
岡

東
小
路
を
中
之
丁
へ
出
、
右
角
御
札
一
洗
米
●
高
木
真
蔵
殿
り
五
（
十
三
丁
目
表
）
高
木

又
渡
側
江
出
、
角

東
江
二
軒
目
御
札
一
洗
米
●
中
嶋
栄
作
殿
り
五
中
嶋
之
東
隣
リ
、
渡
シ
上
リ
、
右
角
一
御
札
り
五
●
森
国
之
助
殿
勝
彌
森

中
之
丁
江
出
、
角

右
江
二
軒
目
御
札
一
洗
米
青
山
真
七
殿
り
五
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
一
（
十
三
丁
目
裏
）
并
中
屋
敷
一
御
札
ひ
じ
き
芝
原
栄
左
衛
門
殿
那
賀
・
海
部
郡
手
代
加
役
也
青
山

又
元
之
渡
シ
上
リ
、
丁
角
江
一
丁
程
行
、
見
付
之
角
裏
中
之
丁
角
一
御
札
り
五
立
石
儀
右
衛
門
殿
新
吉
并
立
石

東
行
、
稲
田
九
郎
兵
衛
殿
御
下
屋
敷
門
前
一
御
札
り
五
越
久
田
九
良
右
衛
門
殿
那
賀
・
海
部
郡
手
代
（
十
四
丁
目
表
）
越
久
田

あ
と
へ
も
ど
る
并
蜂
須
賀
伊
津
殿
之
西
テ
ノ
丁
南
ヘ
行
、
詰
一
御
札
洗
米
井
上
甚
右
衛
門
内
打
敷
女
講
中
青
木
庵
之
裏
一
御
札
り
五
岡
部
友
ノ
丞
殿
青
木
庵
□
□
□
付
□
裏
二
軒
目
并
青
木
庵
よ
り
二
、
三
軒
目
一
御
札
洗
米
岸
本
友
太
内
打
敷
女
講
中
青
木
庵
あ
た
り
并
岸
本

南
江
半
丁
程
行
、
左
側
一
御
札
洗
米
中
西
屋
源
兵
衛
内
打
敷
女
講
中
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
二
（
十
四
丁
目
裏
）
并
中
西
之
と
な
り
一
御
札
洗
米
梅
津
茂
太
夫
内
打
敷
女
講
中
梅
津

西
へ
壱
丁
程
行
、
詰
左
江
行
、
并
本
掃
除
町
江
取
付
之
右
角
一
御
札
洗
米
沖
辰
之

内
打
敷
女
講
中
裏
掃
除
町
西
江
行
詰
、
左
側
、
一
御
札
リ
十
木
村
儀
左
衛
門
殿
那
賀
・
海
部
郡
御
手
代
（
十
五
丁
目
表
）
木
村

淡
路
町
江
出
、
半
丁
程
北
へ
行
、
山
側
之
詰
角
一
御
札
リ
五
斉
藤
記
三
兵
衛
殿
御
作
事
斉
藤

南
江
三
、
四
丁
行
、
四
ツ


東
江
二
丁
程
行
并
堀
バ
タ
一
御
札
り
五
庄
野
喜
平
太
殿
七
那
賀
・
海
部
郡
御
手
代
庄
野

勢
見
山
下
大
道
江
出
、
一
丁
北
江
行
、
元
三
大
師
之
方
江
二
す
じ
目
御
弓
丁
、
右
ハ
二
丁
目
左
ハ
三
丁
目
御
弓
町
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
三
（
十
五
丁
目
裏
）二
丁
目
初
之
并
南
角

北
江
右
側
之
二
軒
目
一
御
札
洗
米
濱
田
佐
兵
衛
殿
并
濱
田

北
江
三
軒
目
一
御
札
洗
米
日
下
卯
之
吉
殿
并
日
下
之
北
隣
り
一
御
札
洗
米
高
岡
為
五
良
殿
（
十
六
丁
目
表
）
并
高
岡
之
北
隣
り
一
御
札
洗
米
上
松
権
九
良
殿
一
丁
目
并
八
万
馬
場

北
へ
二
軒
目
、
山
側
一
御
札
洗
米
久
米
格
次
郎
殿
カ
ク
并
久
米

北
江
三
軒
目
一
御
札
洗
米
尾
沢
與
茂
良
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
四
（
十
六
丁
目
裏
）
并
尾
沢

北
江
七
軒
目
一
御
札
洗
米
井
川
真
之
丞
殿
幟
丁
并
八
万
馬
場

北
江
二
軒
目
、
右
側
御
札
一
洗
米
多
田
兼
助
殿
り
五
（
十
七
丁
目
表
）
大
道
并
北
角

山
側
之
二
軒
目
一
御
札
り
五
長
井
国
吉
殿
宥
匡
上
人
俗
縁
也
并
長
井
之
南
隣
り
一
御
札
ひ
じ
き
岡
田
吉
兵
衛
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
五
（
十
七
丁
目
裏
）
佐
古三
丁
、
四
丁
目
之
小
路
大
裏
之
丁
一
御
札
り
五
井
後
直
吉
殿
九
丁
目
ノ
小
路
亀
谷
御
札
一
扇
子
作
治
竪
箸
二
十
行
本
俗
縁
也
り
七
并
八
丁
目
小
裏
之
丁
山
側
御
札
一
昆
布
包
扇
子
山
口
冨
三
良
殿
り
七
宥
義
上
人
ニ
仕
ル
人
安
宅
（
十
八
丁
目
表
）
并
本
丁
左
ノ
二
筋
目
ノ
丁
、
北
江
一
丁
程
行
、
右
側
一
御
札
洗
米
坂
東
勇
左
衛
門
殿
并
本
丁
右
ノ
二
筋
目
ノ
丁
角

南
絵
二
軒
目
一
御
札
洗
米
村
上
庄
六
殿
并
う
つ
ほ
町
一
御
札
洗
米
北
村
勘
助
殿
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
六
（
十
八
丁
目
裏
）
并
下
之
町
一
御
札
丞
洗
米
栗
田
丑
之
助
殿
并一
御
札
う
つ
ほ
町
洗
米

富
義
右
衛
門
殿
并一
御
札
う
つ
ほ
町
洗
米
坂
口
文
六
殿
（
十
九
丁
目
表
）
助
任
并
助
任
橋
下
り
付
、
山
崎
の
裏
門

入
一
御
札
洗
米
服
部
助
右
衛
門
殿
山
崎
将
監
殿
家
臣
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
七
（
十
九
丁
目
裏
）
御
家
中
江
晋
物
拵
一
武
運
長
久
札
五
十
七
枚
賀
島
用
一
土
佐
奉
書
書
キ
札
壱
枚
同
洗
米
包
同
昆
布
包
一
扇
子
箱
弐
本
入
五
ツ
一
三
好
洗
米
包
同
昆
布
包
御
濱
御
殿
用
（
二
十
丁
目
表
）
一
洗
米
包
三
十
四
御
殿
行
一
青
苔
上
々
拾
弐
抱
包
壱
ツ
一
同
十
抱
包
八
ツ
一
同
七
抱
包
弐
拾
四
包
一
同
五
抱
包
八
ツ
〆
三
百
一
ひ
じ
き
十
五
袋
一
并
大
札
三
十
弐
枚
一
扇
子
壱
対山
口
行
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
八
（
二
十
丁
目
裏
）
右
者
御
家
中
分
（
二
十
一
丁
目
表
）
小
松
島
年
頭
大
札
三
好
杉
原
大
板
二
帖
一
昆
布
包
地
蔵
寺
中
啓
青
苔
十
二
一
見
合
同
僧
分
江
一
銀
包
弐
匁
同
納
処
江
一
見
合
同
下
郷
江
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
三
九
（
二
十
一
丁
目
裏
）中
ノ
郷
一
半
切
百
枚
扇
子
宝
蔵
寺
り
七
一
扇
子
兼
福
寺
り
七
一
御
札
り
五
般
若
寺
扇
子
（
二
十
二
丁
目
表
）
一
り
七
寺
沢
六
右
衛
門
一
り
七
寺
沢
市
兵
衛
一
り
七
嶋
野
屋
茂
右
衛
門
一
扇
子
り
七
角
屋
六
三
郎
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
〇
（
二
十
二
丁
目
裏
）
御
札
一
り
七
大
黒
屋
幸
助
扇
子
（
二
十
三
丁
目
表
）
一
御
札
四
枚
一
三
好
杉
原
弐
帖
包
壱
ツ
一
半
切
百
一
中
啓
壱
本
一
昆
布
包
壱
ツ
一
扇
子
四
対
一
青
苔
十
二
抱
包
壱
ツ
九
抱
包
三
ツ
〆
七
十
四
抱
七
抱
包
五
ツ
一
寺
中
品
見
合
一
納
処
へ
弐
匁
包
年
玉
右
者
小
松
島
用
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
一
（
二
十
三
丁
目
裏
）
（
白
紙
）
（
二
十
四
丁
目
表
）
撫
養
年
頭
御
札
杉
原
壱
帖
段
關
一
昆
布
包
真
福
寺
扇
子
御
札
同
一
小

壱
束
孫
太
夫
扇
子
同
一
御
札
扇
子
安
次
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
二
（
二
十
四
丁
目
裏
）小
森
一
御
札
扇
子
青
蔵
寺
リ
七
大
代
御
札
杉
原
壱
帖
勝
福
寺
一
昆
布
包
扇
子
青
苔
十
同
一
見
合
小
僧
江
品
大
道
一
御
札
扇
子
松
蔵
塗

廿
膳
（
二
十
五
丁
目
表
）山
路
一
昆
布
青
苔
十
岡
源
蔵
大
道
一
昆
布
青
苔
十
岡
茂
八
木
津
明
神
屋
一
御
札
扇
子
庄
兵
衛
塗

廿
膳
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
三
（
二
十
五
丁
目
裏
）
才
田
南
ノ
口
山
路
御
札
一
扇
子
源
吉
塗

廿
膳
慈
本
房
俗
縁
斎
田
御
札
一
扇
子
正
興
庵
青
苔
七
斎
田
明
神
屋
御
札
一
扇
子
市
兵
右
衛
門
塗

廿
膳
（
二
十
六
丁
目
表
）
斎
田
明
神
屋
御
札
昆
布
包
一
扇
子
勘
蔵
塗

廿
膳
青
苔
十
一
内
室
子
供
同
家
内
一
見
合
同
下
部
江
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
四
（
二
十
六
丁
目
裏
）
高
島
竹
島
御
札
一
扇
子
興
四
郎
塗

廿
膳
南
濱
一
同
銀
蔵
庄
之
助
殿
也
高
島
屋
一
同
由
助
（
二
十
七
丁
目
表
）立
岩
元
地
一
同
青
蔵
立
岩
明
神
屋
御
札
扇
子
一
昆
布
包
儀
助
塗

二
十
膳
青
苔
十
同
昆
布
包
一
御
鏡

御
老
母
年
玉
包
同
一
内
室
へ
銀
包
二
匁
子
供
衆
へ
見
合
御
家
内
同
一
銀
包
壱
匁
下
部
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
五
（
二
十
七
丁
目
裏
）岡
崎
一
御
札
青
苔
七
蓮
花
寺
林
崎
一
御
札
青
苔
七
近
藤
利
兵
衛
洗
米
（
二
十
八
丁
目
表
）
撫
養
行
一
御
札
十
八
枚
一
塗

弐
拾
膳
包
十
一
扇
子
四
本
物
十
六
対
一

原
包
壱
帖
包
二
ツ
孫
太
行
一
小

壱
束
包
壱
ツ
一
昆
布
包
五
ツ
七
ツ
組
一
青
苔
十
抱
包
六
ツ
七
抱
包
四
ツ
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
六
（
二
十
八
丁
目
裏
）
両
家
内
室
行
一
弐
匁
包
年
玉
弐
ツ
一
両
家
子
息
衆
へ
品
見
合
一
両
家
奉
公
人
へ
壱
匁
包遣
以
上
（
二
十
九
丁
目
表
）
徳
島
ニ
而
調
物
一
杉
原
弐
帖
包
紙
一
三
好
杉
原
弐
帖
地
蔵
寺
一

原
弐
帖
撫
養
行
一
金
糸
水
引
弐
抱
徳
島
用
一
小
板
壱
束
孫
大
夫
行
一
切
半
百
枚
宝
蔵
寺
行
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
七
（
二
十
九
丁
目
裏
）
一
扇
子
箱
五
ツ
一
中
啓
壱
本
一
四
本
物
弐
拾
六
対
一
塗

弐
百
膳
（
三
十
丁
目
表
）
寺

持
参
之
品
一
武
運
御
札
五
十
七
枚
（
拾
）
一
并
御
札
三
百
五
枚
枚
一
青
苔
四
百
五
十
七
抱
一
ひ
じ
き
三
拾
弐
袋
一
御
膳
供
弐
百
七
拾
包
一
弐
匁
包
三
包
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
八
（
三
十
丁
目
裏
）
一
四
匁
包
壱
ツ
一
弐
匁
包
壱
ツ
立
岩
一
壱
包
御
老
母
行
一
御
鏡

壱
重
同
一
弐
匁
包
右
之
通
寺

持
参
可
仕
事
、
（
裏
表
紙
）
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
四
九
﹇
語
釈
﹈
・
正
五
九
…
…
…
旧
暦
の
正
月
、
五
月
、
九
月
と
の
称
。
忌
む
べ
き
月
と
し
て
結
婚
な
ど
を
禁
じ
、
災
厄
を
は
ら
う
た
め
に
神
仏
に
参
詣
し
た
。
・
嘉
永
四
年
…
…
一
八
五
一
年
・
添
簡
…
…
…
…
添
え
状
。
・
太
守
様
…
…
…
蜂
須
賀
斉
裕
。
一
八
二
一
年
か
ら
一
八
六
八
年
幕
末
・
維
新
期
の
阿
波
徳
島
藩
主
。
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
徳
島
藩
主
を
継
ぐ
。
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
お
よ
び
ペ
リ
ー
来
航
の
際
、
江
戸
湾
を
警
衛
。
藩
領
に
砲
台
を
築
造
、
洋
学
・
兵
学
を
奨
励
し
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
よ
り
同
三
年
ま
で
幕
府
の
陸
。
海
軍
総
裁
に
任
じ
る
。
・
若
殿
様
…
…
…
蜂
須
賀
茂
韶
。
一
八
四
六
年
か
ら
一
九
一
八
年
阿
波
徳
島
藩
の
最
後
の
藩
主
、
明
治
・
大
正
時
代
の
官
僚
政
治
家
。
版
籍
奉
還
後
地
藩
事
。
廃
藩
置
県
の
翌
年
イ
ギ
リ
ス
へ
留
学
。
そ
の
後
外
務
省
用
掛
を
経
て
、
同
十
三
年
四
月
大
蔵
省
関
税
局
長
、
つ
い
で
参
事
院
議
官
に
補
せ
ら
れ
た
。
・
郡
代
…
…
…
…
江
戸
幕
府
直
轄
の
代
官
。こ
こ
で
は
徳
島
藩
が
設
置
し
た
郡
代
を
指
す
。
・
御
房
…
…
…
…
僧
坊
。
ま
た
は
寺
院
、
僧
を
敬
っ
て
い
う
語
。
こ
う
ぞ
・

原
紙
…
…
…
十
二
世
紀
初
め
ご
ろ
か
ら
京
都
の
上
流
階
層
に
愛
用
さ
れ
た
楮
を
原
質
と
す
る
紙
で
、
播
磨
国
杉
原
谷
が
原
産
地
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
命
名
。
こ
こ
で
は
三
好

原
は
三
好
郡
で
作
ら
れ
た

原
紙
だ
と
思
わ
れ
る
。
・
詰
番
…
…
…
…
順
を
決
め
て
出
仕
、
宿
直
な
ど
の
勤
務
に
当
た
る
こ
と
。
・
初
尾
…
…
…
…
は
つ
ほ
。
そ
の
年
に
最
初
に
み
の
っ
た
稲
の
穂
や
穀
物
・
果
物
・
野
菜
な
ど
。
ま
た
、
そ
れ
を
神
仏
・
朝
廷
な
ど
に
奉
っ
た
も
の
。
・
匁
…
…
…
…
…
尺
貫
法
に
お
け
る
重
さ
の
単
位
。
一
匁
は
約
三
・
七
五
グ
ラ
ム
。
（
四
国
大
学
文
学
部
日
本
文
学
科
日
本
文
化
史
・
博
物
館
学
研
究
室
）
古
文
書
か
ら
み
た
薬
王
寺
の
諸
相
一
御
札
を
配
る
―
―「
薬
王
寺
御
札
配
り
帳
控
」
の
紹
介
―
―
一
五
〇
